
























































































最後に，同期型遠隔講義の具体例として，京都大学と UCLA の間で実践された TIDE 
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ている．従来の ITを用いた教育としては，1960年代から活用されている CAI（Computer 































































































(1) グローバル化時代を担う人材の質の向上に向けた教育の充実  
(2) 科学技術の革新と社会，経済の変化に対応した高度で多様な教育研究の展開  
(3) 情報通信技術の活用  























人材育成に必要となるスキルセットを策定し，2006 年度までにアジア 5 カ国において
e-Learningの相互運用性検証等の実証実験を実施する予定にしている． 
このように高等教育において遠隔教育が普及してくると単位認定の問題が生じてくる．
この解決策として，まず 1999 年 3 月に，大学設置基準の改正により同時性，双方向性を
確保した遠隔講義の単位が 60 単位まで認定されるようになった．ここでは双方に教員が












































































































































表 2.2 VUと近代大学における肯定的相関の 2つの類型モデルの対照（田中 2002） 
 類型 1 類型 2 





インターネットの機能 学習のツール 学習の場 
 
2.3.2 集団間の文化的差異 





























































































































 慶應義塾大学の SOIプロジェクト（大川 1999），東京大学の iii Online（望月 2003），
東北大学の ISTU(Internet School of Tohoku University)（三石・熊井 2003），長岡技術
科学大学の大学－高専 e-Learning（植野 2003）などが実践例として挙げられる．また，














 研究対象とした遠隔教育実践は 3 つであり，2.4 で整理した分類で言えば，それぞれ
CSCL，遠隔ゼミ，遠隔講義である．各実践の特徴を授業デザインの中で遠隔の特性を活
かすと考えられる文化的な差異，共有感とシステムの観点からまとめ，それぞれ論文中で













表 2.3 研究対象とした遠隔教育実践の特徴 






















































































































































































3.2 では KKJ 実践の概要，本実践の特徴である 3 つの学習環境について説明する．3.3









KKJ実践は 1999年から 2001年までの 3年間，京大高等教育センターと慶應井下研に
よって実践されてきた．両大学において参加した学生数を表 3.1に示す． 
 
表 3.1 KKJ実践の参加学生数 
 1999年 2000年 2001年 
京大 20名 21名 9名 
慶應 16名 18名 16名 








































































内容に関しては，学生の主体的な参加を前提に行われた．表 3.2～表 3.4 に 1999 年から
2001年までの授業内容についてまとめた． 
表 3.2 1999年の授業内容 
 
 京大  慶應 
第 1回(4/14) オリエンテーション 第 1回(4/13) 自己紹介・係の決定 
第 2回(4/21) 自己紹介＆アイスブレーキン
グ 








第 4回(5/ 11) 自己紹介・鏡映的自己像 
（自分以外の全員のイメージを書
き，個人毎に集める） 
第 5回(5/19) 合宿について・ボディーワーク 第 5回(5/18) ライフ・デザイン発表 
第 6回(5/26) 合宿について・ボディーワーク 第 6回(5/25) ライフ・デザイン発表 
第 7回(6/ 2) ホームページ上の議論につい
て 
第 7回(6/ 1) 論文計画 
第 8回(6/ 9) 合宿に向けて（セッション内容
について）（慶應学生代表が来
訪） 





第 10回(6/23) 合宿の総括 第 9回(6/22) 合宿の感想 
第 11回(6/30) 合宿の総括 第 10回(6/29) 合宿の総括 















  第 1回(4/11) オリエンテーション 
第 1回(4/19) オリエンテーション 第 2回(4/18) 自己紹介 
第 2回(4/26) 自己紹介＆授業メタファー 
（授業を比喩で表現する） 
第 3回(5/ 2) ライフ・デザイン&合宿原案 
第 3回(5/10) 今後の授業についての議論 第 4回(5/ 9) ライフ・デザイン&合宿目標設定 
第 4回(5/17) ボディーワーク 第 5回(5/16) ライフ・デザイン&合宿原案 
第 5回(5/24) グループディスカッション(恋
愛) 
第 6回(5/23) 鏡映的自己像 
第 6回(5/31) デス・デザイン（自分の死に方
を提示する） 
第 7回(5/30) 鏡映的自己像＆合宿係決定 
第 7回(6/ 7) グループ対抗ディベート(いじ
め) 
第 8回(6/ 6) ボディーワーク(by京大教官) 
第 8回(6/14) ロールプレイ(学級崩壊) 第 9回(6/13) 先週の授業の振り返り＆合宿スケ
ジュール案 
第 9回(6/21) 合宿に向けて 第 10回(6/20) 研究テーマ発表&セッション案 
第 10回(6/28) 合宿に向けて 第 11回(6/27) 研究テーマ発表 
合宿(6/30-7/2) 
第 11回(7/5) レポート課題について 第 12回(7/11) 合宿のフィードバック 
















  第 1回(4/10) オリエンテーション 
第 1回(4/25) オリエンテーション 第 2回(4/17) 個人の興味関心テーマ発表 
第 2回(5/ 2) 自己紹介＆今後の授業につい
ての議論 
第 3回(5/ 1) 個人の興味関心テーマ発表 
ライフ・デザイン 
第 3回(5/ 9) ネット恋愛についてなど 第 4回(5/ 8) ライフ・デザイン 
第 4回(5/16) 結合定量の法則，応援団，学級
崩壊についてなど 




第 6回(5/22) ライフ・デザイン 
合宿について相談 
第 6回(5/30) 個人発表，合宿についてなど 第 7回(5/30) 鏡映的自己像 
第 7回(6/ 6) 合宿に向けて 第 8回(6/ 5) 研究テーマに関する発表 
合宿についての相談 
第 8回(6/13) 合宿に向けて 第 9回(6/12) 研究テーマに関する発表 
合宿における役割の分担 
合宿(6/15-6/17) 




第 11回（7/3） 合宿のフィードバック 
第 11回(7/4) 最終提出課題について   

























表 3.5 1999年度の合宿の内容 
 


























1日目夜 小グループディスカッション 1（コミュニケーション） 
2日目朝 小グループディスカッション 2 
（異文化，生きる意味，非言語コミュニケーション，大学，恋愛） 
2日目昼 レクリエーション 
2日目夜 小グループディスカッション 3 
（セクシャリズム，異文化，大学，恋愛） 


























































































































表 3.8 Web掲示板の閲覧頻度 
 京大 慶應 
毎日 1回以上 1 2 
週 3～4回程度 10 3 
週 2回程度 5 3 
週 1回程度 4 1 











投稿量，投稿内容，Web 掲示板への関わり方は個人差が大きいが，授業と Web 掲示板





































































































































































































































・新たな発言（以下，トピック発言）   






















表 3.9 両集団のトピック発言，レス発言の発言数 
 トピック レス 合計 
京大 80 228 308 
慶應 23 83 106 
スタッフ 15 35 50 
合計 118 346 464 
 
Web 掲示板上で行われた発言数のうち，大学別に分類したものを図 3.4 に示す．なお，
合宿のあった 6/30から７/2のところに線をひき，合宿前後が区別できるようにしている．

































































































































































































































































図 3.7 他集団連携度 
 










授業概要 100 13 113 11.5% 
合宿 47 17 64 26.6% 
フリートーク 69 39 108 36.1% 
合計 216 69 285 24.2% 
 
 
表 3.10 合宿前後の他集団連携度 
合宿前 合宿後 
 レス発言数 連携度 レス発言数 連携度 
授業概要 101 9.9% 12 25.0% 
合宿 58 29.3% 0 0.0% 
フリートーク 57 31.6% 51 41.2% 





























































































































































































4.2  KNV実践の概要 
4.2.1 授業目標 




表 4.1 KNV実践の参加学生数 
 2003年 2004年 
京都大学 7名 11名 
鳴門教育大学 8名（8名全員が現職院生） 8名（うち6名が現職院生） 

































日 5限とし，午後 4時 30分から午後 5時 50分までを議論の時間とした．テーマを基にし





図 4.1 KNV実践の概念図 
 
4.2.2 授業 



































第 2回（4/16） 鳴門授業スタート（受講者 5名） 
2大学をテレビ会議システムで結び自己紹介，議論したい 
テーマについて話す 
第 3回（4/23） 2 大学をテレビ会議システムで結び興味あるテーマで班分け
し「生活班」「学習班」の 2班設置 
電子掲示板使用スタート 






第 10回（6/11） テレビ会議システムで今後授業をどのように展開するかを 
全体で議論． 
その後ビデオチャットで班ごとでの議論． 










表 4.3 2004年度の授業内容 
日程 授業内容 













第 12回（7/7） 各大学にて，振り返り 
京大授業終了 











ップボックス型の H.323 テレビ会議システム専用端末(鳴門教育大学側は SONY 社の
PCS-1600,京都大学側は Polycom社の ViewStation) を利用した．両大学全体による議論
の様子を図 4.1に示す． 
そして，グループディスカッションを実施するためにビデオチャットとして，USBカメ









図 4.1 テレビ会議システムによる議論 
 
 





図 4.3 ネットミーティングシステム構成図 
 




















発言に応じて質問を行った．2004 年度には，最終授業の前の 6 月下旬にレポートの 1 つ
として「遠隔コミュニケーションに関する感想」を掲示板上に書いてもらった． 





































けて鳴門側が 5 月 28 日の授業にて状況を打破しようとして班のメンバーが交代して議論
したことがあって，京大の学生 CからWeb掲示板に以下のような発言がなされた． 
 
































































































































































 ビデオチャットによる遠隔コミュニケーションに関する評価は，受講生 18 名中，良い































たものを示し，図 4.5に 2003年度，図 4.6に 2004年度の授業毎の発言数をそれぞれ示す． 
 
表 4.4 大学別発言数 
 2003年度 2004年度 
京大 156 35
鳴門 97 44
スタッフ 12 9 
























































































「お詫びm(_ _)m （5/21 15:35）」 
（前略）日野原先生の「91歳私の証 あるがままに行く」という記事をとって送ってくれ
ました．（中略）「死」について，教育について，自分の勉強の仕方について，とても考え

































































































（ーCDI），NTTの 3者の共同研究として，1999年 10月から講義を開始した（美濃 2000）
2004年前期までに 12の授業が開講されてきた．表 5.1 に開講された講義名を示す． 
表 5.1 TIDE Projectの講義名 
 講義名 
1999年度後期 「宇宙科学」"Space Science"  
「物理学入門」“Physics for Poets" 
2000年度前期 「情報メディア論」"Advanced Asia Media Systems" 
2000年度後期 「英語 II」"How people learn languages" 
2001年度前期 「日本の経済」"Strategic Factors of Japanese Economic Growth" 
2001年度後期 「遺伝子・細胞からみた現代生物学」"Modern Biology: From Genes to 
Cells" 
2002年度前期 「遺伝子・細胞からみた現代生物学」"Introduction to Molecular Biology" 
2002年度後期 「情報メディア利用教育と異文化交流」 
"Impact of Communication on Education From Cross-cultural 
Perspectives" 
2003年度前期 「コンピュータによる創造性支援，連携および協調」 
"Creating, Connecting and Collaborating through Computing " 
2003年度後期 「科学技術社会論入門」 
"Triple Helix: Universities/Industry/Government in 20th Century 




"Genetic Engineering in Medicine, Agriculture, and Law" 
2004年度前期 「創造・学習・コンピュータ」 













2.2 で，遠隔教育を実践するためには，システムと授業デザインの 2 つについて考える
必要がある，と述べたが，TIDE Project全体の研究目的として，2点をあげることができ
る．1 点目は，システム開発，運用に関する研究を行うことである．画像工学の研究とし



























図 5.1 システム模式図 
 
 
図 5.2 授業の様子（2000年度以前） 
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降は前面に 3 面，背面に 2面のスクリーンを配置した．2000 年までの 2面のスクリーン
のうち，1面は，遠隔地の講義室（講師や学生の姿など）の様子が提示され，もう 1面に
は教材（スライド，Web，電子黒板に書かれたもののうちいずれか 1つ）の画像を提示し
た．2001 年以降に前面に追加されたもう 1 面のスクリーンには，自大学の講義室の様子

















符号化されたデータは，GEMnet(NTT の実験用イントラ ATM ネットワーク)，
CalREN2(カリフォルニアの研究機関間 IP ネットワーク)及び Abilene を経由して伝送さ
れる(図 5.4)．このうち CalREN2と Abileneでは，データが優先的に流れるよう静的に経
















図 5.6にそれぞれ示す．  
 
図 5.5 Web教材 
 
 












第 6章 遠隔講義システムの評価における要因分析 
 
6.1 はじめに 




5 章で述べたように，TIDE Project として，1999 年から京都大学と米国カリフォルニ
ア大学ロサンゼルス校(UCLA)との間で半期間遠隔講義を実践している．これまで，遠隔
講義システムに対する評価は数多く報告されており，その中で遠隔講義では，画質，対話
性が重要であることが指摘されてきたが（田村 1993，宇井 1997，黒田 1998），近年，映
像符号化・伝送技術の急速な進歩により，これら 2つに対して従来よりも高い性能を備え
た遠隔講義システムを構築することが技術的に十分可能となりつつある．TIDE Project
































































表 6.1 有効回答数 
 1回目 2回目 合計 
UCLA 51 40 91 
京大 23 23 46 
合計 74 63 137 
 
表 6.2 1回目の京大生の回答数        表 6.3 2回目の京大生の回答数 
  総 経 文 法 理 工 農 合計 
1回生 4     2 2 4   12 
2回生 2     1 1 3   7 
3回生         1   1 2 
4回生         1 1   2 
合計 6 0 0 3 5 8 1 23 
  

















その回答の平均を，京大・UCLA，および 1 回目・2 回目それぞれについて求めた．大学




  総 経 文 法 理 工 農 合計 
1回生 4   1 1 3 3   12 
2回生 2     1 1 2   6 
3回生           1 1 2 
4回生     1   1 1   3 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 因子を抽出することができた．このときの因子負荷量，寄与率を表 6.4 に示す．質問項
目からそれぞれの因子は「質疑応答」「Web教材」「画面切り替え」「臨場感」「システムの



















16 質問がしやすかった 0.89 0.00 0.01 0.04 0.06 
15 質問の返答はしやすかった 0.88 0.07 0.11 0.04 -0.00 
17 教官と十分なコミュニケーション
がとれる 
0.78 0.04 0.17 0.11 -0.16 
21 授業が理解できた 0.54 0.51 0.13 0.19 -0.11 
11 画面上での Web 教材の文字は見や
すかった 
0.09 0.74 0.29 0.09 -0.14 
12 画面上での Web 教材の画像や映像
は見やすかった 
-0.01 0.72 0.22 0.16 -0.12 
13 Web教材の内容は適切だった 0.07 0.62 0.22 0.08 0.02 
05 講義画面の切り替えは適切だった 0.25 -0.03 0.79 -0.04 -0.17 
14 Web 教材の画面切り替えは適切だ
った 
-0.07 0.18 0.61 0.08 -0.05 
04 講義画面は見やすかった 0.32 0.22 0.60 -0.01 -0.12 
07 見たい映像を見ることができた 0.38 0.31 0.56 0.06 0.19 
10 相手側講師に対してのカメラ追跡
は適切だった 
-0.12 0.34 0.55 0.07 -0.17 
19 相手側講師の様子が分かった 0.05 -0.23 0.00 0.74 0.05 
24 今後，このような遠隔講義を受講し
たいと思った 
0.03 0.40 0.09 0.73 -0.08 
20 授業を受けている感じがした 0.03 0.25 -0.11 0.70 -0.02 
18 学生と十分なコミュニケーション
がとれる 
0.28 -0.27 0.14 0.46 -0.08 
09 講師の姿がよく見えた 0.11 0.20 0.38 0.38 -0.04 
08 映像に飽きた -0.00 -0.29 -0.11 -0.60 0.10 
02 声のとぎれが気になった -0.25 -0.13 -0.01 -0.02 0.80 
06 講義画面の乱れが気になった 0.23 -0.10 -0.19 -0.02 0.60 
03 相手大学との対話の遅れが気にな
った 
-0.10 0.10 -0.39 -0.13 0.59 
01 声の大きさは適切だった 0.06 0.38 -0.13 0.05 -0.41 







た．その結果を図 6.4，図 6.5に示す．各因子につけた記号の意味は，図 6.2，図 6.3と同
様である． 















































































































































表 6.5 因子スコアから満足度を単回帰予測したときの標準回帰係数 
 総合 1回目 2回目 UCLA 京大 
質疑応答 .351 .322 .382 .458 .568 
Web教材 .256 (.107) .414 .487 (.089) 
画面切り替え .256 .304 (.168) .303 .273 
臨場感 .608 .561 .637 .530 .732 
システムの乱れ -.227 -.257 (-.143) (-.123) -.361 
 
表 6.6 因子スコアから満足度を重回帰予測したときの標準重回帰係数 
 システム 授業内容 総合 1回目 2回目 UCLA 日本 
質疑応答 (.014) .291 .170 (.172) (.162) .231 .226 
Web教材 (.072) (.095) (.099) (.003) (.228) .331 (-.043) 
画面切り替え (-.026) (.004) (-.013) (.051) (-.092) (-.052) (.102) 
臨場感 .575 .319 .537 .484 .544 .329 .579 







































































































































































10月から 12月の約 3ヶ月間にわたって実施された．週 1回 90分の講義で，使用言語は
英語とし，大学 1，2回生を対象とした一般教養程度の内容であった．WWWによるWeb
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表 7.1 宇宙科学の講義概要 
日時 講師 内容 
第 1回（10/6） UCLA 宇宙における地球の場所 
第 2回（10/13） UCLA 太陽の内部と外部 
第 3回（10/20） 京大 宇宙の中の地球 
第 4回（10/27） 京大 宇宙船による探索 
第 5回（11/5） UCLA 太陽と地球の相互作用 
第 6回（11/10） UCLA オーロラ 
第 7回（11/17） UCLA（於京大） 地球と天気に与える宇宙の影響 
第 8回（11/24） 京大 宇宙における技術 
第 9回（12/1） 京大 宇宙発電 
































表 7.2 回答数 
2回 3回 4回 7回 10回  
10/13 10/20 10/27 11/17 12/8 
京大 8 18 18 16 20 





表 7.3 10/13 京都大学回答者        表 7.4 10/20 京都大学回答者 
  総 経 文 法 理 工 農 
合
計 
1回生 1       2 3   6 
2回生           1   1 
3回生           1   1 
4回生                 
合計 1       2 5   8 
  
表 7.5 10/27 京都大学回答者                   表 7.6 11/17京都大学回答者 
  総 経 文 法 理 工 農 
合
計 
1回生 3 1 1   3 3   11 
2回生 1       1 2   4 
3回生         1     1 
4回生         1 1   2 
合計 4 1 1   6 6   18 
 
表 7.7 12/8 京都大学回答者 
  総 経 文 法 理 工 農 
合
計 
1回生 3 1 2   3 3   12 
2回生 1     1 1 1   4 
3回生         1   1 2 
4回生         1 1   2 
合計 4 1 2 1 6 5 1 20 
  総 経 文 法 理 工 農 
合
計 
1回生 3   1   3 3   10 
2回生 1       1 2   4 
3回生         1 1 1 3 
4回生         1     1 
合計 4   1   6 6 1 18 
  総 経 文 法 理 工 農 
合
計 
1回生 3       3 3   9 
2回生 1     1 1 2   5 
3回生         1     1 
4回生           1   1 







要因           理由       （理解・興味・態度） 
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10/13 10/20 10/27 11/17 12/8
 




































   












































































































































































5 件法によるものと自由記述によって構成された．回答数は京大 31 名，UCLA15 名の合
計 46名であった．表 7.8に京大生の学年・学部別の回答者数を示す． 
 
















  総 経 文 法 理 工 農 薬 合計 
1回生 1 1         1   3 
2回生 7   1 2   3     13 
3回生   2   2   2     6 
4回生     1 1 1 4 1 1 9 


































































































































一生懸命やった (.136) .320 .343 
相手学生とよく連携をとった .322 (.237) (.291) 
時間をたくさん費やした .384 (.205) (.019) 
相手学生の取り組みが参考になった (.076) (.107) (.134) 
相手学生に影響を受けた (.096) (.194) (.240) 

















































































































































表 8.1 研究対象とした 3つの遠隔教育実践の特徴 
  KKJ実践 KNV実践 TIDE Project 
学生の活動性 大 中 小 



















































伝達できる情報量 小 中 大 
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